
大阪体育大学 数理・データサイエンス(DS)・AI
教育プログラム について

・大学におけるDS教育が進展し、数理・データサイエンス・AI 関連の学部・学科設置が急伸
・各大学においてDS教育に係る科目の導入も増えてきている状況であり、産業界のDS人材のニーズ上昇
・本学においても「数理・データサイエンス・AI 教育」を整備し、スポーツ+DS・ AIを推進することが重要

１．社会におけるデータ・AI利活用
（導入）
1-1 社会で起きている変化
1-2 社会で活用されているデータ
1-3 データ・AIの活用領域
1-4 データ・AI利活用のための技術
1-5 データ・AI利活用の現場
1-6 データ・AI利活用の最新動向

２．データリテラシー
（基礎）
2-1 データを読む
2-2 データを説明する
2-3 データを扱う

３．データ・AI利活用における留意事
項（心得）
3-1 データ・AIを扱う上での留意事項
3-2 データを守る上での留意事項

本学で対応可能な科目

・情報処理実習Ⅰ
・情報処理実習Ⅱ

・情報処理Ⅰ
・情報処理Ⅱ

●プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）
情報通信技術を利活用する社会における素養として、「数理・デー
タサイエンス・AI」に関する基本的な知識・技能・態度を修得

●プログラムの修了要件
「情報処理実習Ⅰ・Ⅱ」(体育学部)または「情報処理Ⅰ・Ⅱ」(教
育学部)の２科目の単位修得

学生の数理・DS・ＡＩへの関心を高め、かつ、適切
に理解した上で活用する基礎的な能力を育成するため、
体系的な教育を行う。

基礎的な能力の向上を図る機会の拡大に資する。

モデルカリキュラム


